
令和３年度 JR北信太駅周辺地区まちづくり懇談会 
【第１回】 

令和３年９月 
 

和泉市都市デザイン部 
都市整備室 



《測量・設計業務》 

 自由通路及び駅西口広場の基本設計、ボーリング調査などを実施。業務の中で、駅西口広場 

の計画見直しを行い、周辺町会及び住民の意見を徴収し、基本設計図を検討及び作成中。 

（別紙の「北信太駅西側整備計画（案）に対する意見等について」及び「地元町会説明資料」を 

                                                  ご確認ください。） 
 
《用地測量業務》 

 駅西側での用地買収に向けて、事業用地を対象に用地測量を実施。（地権者及び隣接者と 

境界確認などを行い、敷地境界の確定を行う。） 
             
《鑑定・調査業務》 
 用地買収に向けて、駅東・西側において土地鑑定評価及び物件調査などの業務を実施。 
 
《都市計画変更手続き》 

 都市計画道路「北信太駅前線」、「阪和東側１号線」において、都市計画変更の手続きを進め、 

令和３年３月に都市計画変更を行った。 

（別紙の「南部大阪都市計画道路の変更について」をご確認ください。） 
 
《まちづくり懇談会等》 

 令和２年５月に書面にて事業進捗状況の報告を行い、令和２年８月に、まちづくり懇談会を 

開催。  

令和２年度の事業実施について 



令和２年度の事業実施について 

事業スケジュール 

R2年 

4月 
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

R3年 
1月 

2月 3月 

まちづくり懇談会 ● ● 

測量・設計業務 

地元町会 
説明会 

● 

用地交渉 

用地測量業務 

鑑定・調査業務 

都市計画変更 ● ● 

8/25開催 

自由通路・駅西口広場基本設計（R3.5末まで） ボーリング調査等 

【駅西側】用地測量・境界立会・面積確定など 

3/14聖ヶ岡町会 

【駅東・西側】土地鑑定評価及び物件調査・算定 

書面報告 

9/29市民説明会 3/30都市計画審議会 大阪府協議 

縦覧告示 

葛の葉町会・東自治会 
近隣住民意見徴収 用地買収に向けた用地交渉 



《測量・設計業務》 

 駅東西を結ぶ自由通路（EV含む）の整備に向けて、自由通路の実施設計業務を 

行う。 

 

《仮設駐輪場整備》 

 自由通路の整備に向けて、府道側のバス停裏地に仮設駐輪場の整備を行い、 

 令和４年度から仮設駐輪場の運用を開始する予定。 

 

《用地買収》 

 自由通路の整備に向けて、駅東・西側において計画的に用地買収を進めていく。 

            

《鑑定・調査業務》 

 過年度より引続き、土地鑑定評価及び物件調査などの業務を行う。 

 

《まちづくり懇談会等》 

 緊急事態宣言の発出を受けて、５月は書面報告。今後、収束状況などを見据えて、 

懇談会を開催予定。必要に応じて、地元町会などへの説明会を開催する予定。       

 

令和３年度の事業予定について 



令和３年度の事業予定について 

事業スケジュール（案） 

R3年 
4月 

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 
R4年 
1月 

2月 3月 

まちづくり懇談会等 ● 

測量・設計業務 

仮設駐輪場整備 

用地買収 

鑑定・調査業務 

書面報告 

【駅東・西側】土地鑑定評価及び物件調査・算定 

注）このスケジュールは現時点での案なので、今後の関係各機関との協議・調整などにより、変更となる場合があります。 

開催予定 

測量・自由通路等実施設計 

仮設駐輪場整備 

地元説明会 
（適時開催予定） 

※府道側バス停裏地に整備 

【駅東・西側】用地買収 

基本設計（繰越） 



北信太駅前仮設自転車等駐車場整備事業（案）について       都市政策室（交通担当） 

【事業の概要】 
・北信太駅前整備事業における自由通路及び駅前広場の整備に向け、老朽化が進む市営駐輪場の除却・移転が必要である。 
・本設駐輪場は、整備後の北信太駅前線沿道に整備予定で、それまでの間、道路事業用地に必要規模の仮設駐輪場を整備するもの。  

既設駐輪場の除却により、駅周辺の民間駐輪場で収容できない利
用者が発生し、放置自転車の増加が懸念されることから、必要規
模の駐輪場を整備する必要がある 

【施設概要】 【目的・必要性】 

名  称：北信太駅前仮設自転車等駐車場 
計 画 地：和泉市太町16-3他 約600㎡ (北信太駅前線用地) 
計画台数：自転車130台 原付20台（平面平置き、屋根あり） 
主な設備：舗装、区画線、フェンス、屋根、照明 等 

【 計画地（位置図）】 

【 計画地（写真）】 

【今後のスケジュール】 

令和3年11月～ 仮設駐輪場整備工事 
令和4年  2月～ 移転準備 
令和4年  4月～ 仮設駐輪場供用開始 
令和4年上半期  既設駐輪場の除却工事  

【仮設駐輪場イメージ案】 



●通路部：バリアフリー整備ガイドラインなどに基づき、幅員２．０ｍ以上を確保し、利用者数などをもとに、幅員は２．５ｍとする。 
●階段部：バリアフリー整備ガイドラインなどに基づき、幅員２．０ｍとする。 
●エレベーター：バリアフリー整備ガイドラインに基づき、１５人乗り（一方向）とする。（かご内法寸法１．５ｍ以上、奥行き寸法１．５ｍ以上） 

自由通路について 

B 

B 

Ａ 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 



自由通路について 

一方向 15人乗り 

エレベーター（案） 

自由通路計画イメージ【駅東側】 

自由通路 



●自由通路の施工については、ＪＲ阪和線の軌道上での架設となることから、ＪＲと協議・調整を行い、ＪＲと基本協定などの締結を行う必要がある。 
●施工区分については、基本的な考えとして線路上での架設や軌道への影響が出る恐れのある部分をＪＲに工事委託し、階段部やエレベーターなどについては市施工とする。 

（今後のＪＲとの協議により、施工区分については変更となる可能性があります。） 

自由通路の施工について 

施工ステップ 

駅東側仮設駐輪場整備 

駅東側市営駐輪場解体 
 自由通路下部工事（駅西側） 

鉄道電気設備等移設（ＪＲ） 

自由通路整備（ＪＲ） 
自由通路整備（市施工） 

自由通路ＥＶ整備（市施工） 

令和3年度 

令和4年度 

令和5年度 

令和5～6年度 

自由通路整備完了 

JR委託 

EV 

EV JR委託 

市施工 

市施工 

Ｊ
Ｒ
阪
和
線 



北信太駅前整備計画について                       

【事業の経緯】 
■北信太駅前整備事業については、平成31年3月に「駅前整備基本計画」を策定し、令和元年度より事業化を図り、駅前広場及び駅前線等の基本設計、自由通路及び駅西側
広場の概略検討を実施。この中で、地元住民の皆様に参画いただきワークショップ形式による「施設整備検討部会」を開催し、住民意見なども踏まえて、令和2年5月に施設整備計
画書を作成しました。 
■令和2年度については、自由通路及び駅西側広場の基本設計などを行い、駅西側広場の計画については、地元住民の意見を聴取し、具体的な検討を進めてきました。 

駅西側計画イメージ【施設整備計画書より抜粋】 

■施設整備計画書の作成時に検討していた駅西側広場については、現況の道路形態をベースに、
最小限の区域で検討を行っていましたが、地域住民から頂いた現況の課題などについて整理し、
計画区域の見直しについても検討を行う。 

変更案 

■計画区域を見直しすることで、広場内での旋回が可能となり、乗降スペースも確保でき利便性が向上されると共に、自由通路から駅利用者が道路横
断することがなく交通安全性も向上することから、変更案をもとに地元意見等を聴取し、具体的な検討を行う。 

北信太駅西口 

駐輪場 

北信太駅西口 



【周辺道路】 
 ・道が狭い。車両の進入抑制。 

【周辺道路】 
 ・速度抑制対策 
 ・鳥居が小さいために、重機運搬が 
  困難で家の建て替えなどがしにくい。 

【駐輪場】 
 ・民地に駐輪され困っている。駐輪場は必要。 
 ・計画位置では、朝のピーク時など交通量が集中して危険。   
  （計画位置の見直し） 
 ・屋根の設置。 
 ・利用時の音の発生が気になる。 

【駅前広場】 
 ・利便性が向上する。 
 ・家を覗かれないような対策を講じてほしい。 
 ・交通量が増加し、騒音や事故の危険性が高まるのでは。 
 ・ロータリー前の道路が狭く、交互通行も出来ないので危険。      
 （鳥居の移設・一方通行化・道路拡幅） 

【アクセス道路】 
 ・西側で止まっている道路の延伸要望。 
  過去に道路整備の計画があった。 

北信太駅西口 

北信太駅東口 

JR阪和線 

凡例 
      鳥居 

【自由通路】 
 ・早期完成を望む。 
 ・家を覗かれないような対策を講じてほしい。 
  （目隠しフェンス・地下通路へのエレベーター設置） 

【地元等の意見について】 
 ■変更案に対する地元意見（葛の葉町会・葛の葉東自治会・聖ヶ岡町会・沿道住民）及び警察意見の主な内容を下記に示しています。 

地元意見や関係各機関との協議内容も踏まえて、計画案の施設配置などの見直しを行う。 

駅西側広場の計画案について                                           



駅西側広場の計画案見直しについて                     
●計画案：現況道路をアクセス道路として、転回スペースを設置し、利便性の向上を図る。現状より交通量の増加は想定されるが、大幅な増加は見込まれない。 

●見直し案：西側からのアクセス道路（13.0ｍ）の接続を検討することで、計画案より駅前への交通量が増加することが想定される。 

■計画案【現況道路での駅前アクセス】■ ■見直し案【西側からのアクセス道路接続】■ 

●課題点① 

⇒鳥居が狭く（約2.9ｍ）車両の離合が出来ない。また、北側の道路幅員も
狭く（約3.5ｍ）対向車が来た際に退避するスペースもない。 

⇒西側からのアクセス道路が接続されると、現状より駅前へのアクセス性が
格段に向上することから、交通量が大きく増加することが想定されるが、そ
うなった場合、車両が混雑し、安全な駅前空間の確保が困難となる。 

●課題点② 

⇒駅前広場の敷地有効利用として駐輪場を計画しているが、西側からのアク
セス道路が接続されると、交差点部に自動車・歩行者・自転車の交通が集中
及び交錯し、交通安全上の問題が生じる。 

北信太駅西口 

鳥居保存 

課題点② 

●見直し点① 

⇒鳥居を移設し、道路幅員を拡幅（約5.5ｍ）することで車両の離合が出来
る。また、北側の道路幅員も拡幅（5.0ｍ）し、対向車との退避スペースを
確保することで、円滑な交通動線及び安全な駅前空間を確保できる。 

●見直し点② 

⇒駐輪場を駅前広場隣接の敷地に変更することで、交差点部での自動車・歩
行者・自転車の交通集中及び交錯することが解消できる。 

課題点① 

鳥居保存 北信太駅西口 

鳥居移設 

計画案の見直しにおける課題点 

●駅西側からのアクセス道路（13.0ｍ）の接続を検討するにあたり、交通量の増加などによる交通安全上の課題を解決するために計画の見直し検討を行う。 

駐輪場 

駐輪場 

鳥居保存 



アクセス道路の検討について 
●地元意見のなかで、駅西側からのアクセス道路の接続について、整備を要望する意見があった。 
●駅西側においては、区画整理事業により良好な住宅地が形成された経緯があり、将来的に駅西口へのアクセス道路が接続できる形状となっていることから、駅前整備事業とあわせ
て一体的にアクセス道路を整備することで、駅西地区全体の利便性・アクセス性・安全性の向上を図ることができるので、整備に向けた検討を進めていく。 

【検討課題】 
 ■財源確保に向けて、関係各機関との協議・調整を進める。 
 ■用地買収に向けて、地権者との交渉を進める。 
 ■地域住民への事業周知・説明を行い、合意形成を図る。 

整備区間 L=約40ｍ 

北信太駅西口 

■アクセス道路検討案■ ■周辺道路状況■ 

写真① 写真② 写真③ 写真④ 写真⑥ 写真⑤ 

② 

④ 

③ 

① ⑤ 

⑥ 



駅西側広場の計画案について 
●駅西側については、市道葛の葉町１号線と７号線に接続する道路交通形態となっているが、現状のクランク形状では幅員も狭く、通行性・安全性に劣ることから、ロータリー形状
に改良することで、駅送迎用と一般車の動線を分離させることもできて、一般車の通行性及び安全性が向上する。西側からのアクセス道路の整備も検討を行っており、交通量が大

きく増加することが懸念されるので、鳥居を移設し、交互通行できるよう幅員を拡幅すると共に、北側道路からの対向車退避スペースも確保し、安全な駅前空間を確保する。 
●駅前のロータリー部は、葛の葉町１号線からの一方通行を検討しており、駅送迎用利用を目的とすることで一般車の通過交通【通り抜け】を排除する。 

北信太駅西口 

アクセス道路接続 

駐輪場 

※交通規制などについては、今後の警察協議により決定されるものです。 

※本図面は現時点での計画案であり、今後の関係各機関との協議などにより変更となる可能性があります。 



駅西側広場の交通動線について 
●駅前をロータリー形状にすることで、送迎車両の乗降場を配置し、駅利用者の利便性・安全性の向上を図る。 
●駅前に歩道整備をすることで、車両と歩行者を分離し、安全な駅前空間を確保する。 
●駅西側においても、駐輪場整備の検討を行う。 

北信太駅西口 北信太駅西口 

【駐輪場について】 
●駅西側については、小規模の民間駐輪場が1箇所ある
のみで、西側からの駅利用者の大半は、踏切を渡り駅
東側の駐輪場を利用している状況である。また、西側
においては、自転車が路上などに不法駐輪されている
状況から、地元住民からも駐輪場の整備が望まれてい
ることから、駅西側に駐輪場を整備することで、不法
駐輪対策及び踏切を渡り駅東側へ行く自転車交通量の
減少など地域の利便性・安全性の向上を図る。 

北信太駅西口 

送迎車両の動線図 一般車両の動線図 

北信太駅西口 

歩行者の動線図 

駐輪場 

駐輪場イメージ案 

線路沿いの道路に通り抜
けしないよう対策を検討 

鳥居横の歩道幅員を2.0ｍ
確保するよう検討 

駐輪場 駐輪場 駐輪場 



駅西側広場の整備イメージ 

駐輪場 

自由通路 

北信太駅 

※本図面はイメージ案であり、今後の関係各機関との協議などにより変更となる可能性があります。 



事業スケジュールについて 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 備 考 

自由通路 
（JR委託） 

令和4年度にJRと協定を
締結予定 

自由通路 
（市施工） 
※EV含む 

駅東駐輪場 

駅西側広場 

歩車共存道路 
（駅西側） 

駅西駐輪場 

用地買収 

アクセス道路 

実施設計 

自由通路（JR委託） 

整備工事 

整備工事 

整備工事 

実施設計 

自由通路整備工事（市施工） 

鉄道電気 
設備移転 

用地買収（駅西側） 

●自由通路及び駅西側広場などの整備については、都市再生整備計画「JR北信太駅周辺地区」を作成し、令和３年度から７年度の５か年で、「都市構造再
編集中支援事業補助金」の採択を受けて事業を進めていく。 

●アクセス道路の整備については、駅前整備事業とあわせて令和7年度の事業完了を目指す。 

※本スケジュールは現時点での計画案であり、今後の関係各機関との協議などにより変更となる可能性があります。 

設計・用地買収・整備工事 

仮設駐輪場
整備 

R4.4～ 仮設駐輪場運営開始予定 

市営駐輪場
解体 

JR社内投資 
決定後に協定
を締結予定 


